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植物ホルモン今月は

植
物
は
、
暮
ら
す
場
所
を
自
分
で
選
べ
な
い
。
生
き
延
び
る
カ
ギ
は
、
季
節
の
移

ろ
い
や
環
境
の
変
化
を
察
知
し
て
、
発
芽
や
開
花
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
日
々
の
活
動
な

ど
を
的
確
に
制
御
す
る
こ
と
だ
。
制
御
を
担
う
微
量
物
質
「
植
物
ホ
ル
モ
ン

」
の
研

究
が
進
み
、
植
物
の
巧
妙
な
生
き
ざ
ま
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
乾
燥
地

で
も
枯
れ
な
い
農
作
物
の
開
発
な
ど
に
つ
な
が
り
始
め
て
い
る
。

魔
女
の
雑
草

ア
フ
リ
カ
の
農
地
で
「
ス
ト

ラ
イ
ガ」
と
い
う
寄
生
植
物
が

深
刻
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
別
名
「
魔
女
の
雑
草
」
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
イ
ネ
な
ど
の

根
か
ら
分
泌
さ
れ
る
「
ス
ト
リ

ゴ
ラ
ク
ト
ン
」
と
い
う
物
質
を

感
知
し
て
根
に
寄
生
し
、
作
物

を
枯
ら
す
。
理
化
学
研
究
所
に

よ
る
と
、
被
害
は
数
千
万
珍
に

及
び
、
日
本
の
本
州
の
面
積
を

は
る
か
に
超
え
る
。

作
物
が
、
ス
ト
ラ
イ
ガ
を
呼

び
寄
せ
る
よ
う
な
物
質
を
わ
ざ

わ
ざ
分
泌
す
る
理
由
は
、
長
年

の
謎
だ
っ
た
。
し
か
し
2
0
0

8

年
、
ス
ト
リ
ゴ
ラ
ク
ト
ン
が

植
物
の
枝
分
か
れ
を
抑
》
え
る
重

農
地
に
咲
き
誇
る
ス
ト
ラ
イ
ガ

の
花
。
ア
フ
リ
カ
の
主
要
穀
物

ソ
ル
ガ
ム
が
深
刻
な
寄
生
被
害

に
遭
っ
て
い
る
（20
1
0

年
、

ス
l

ダ
ン
で
）H
理
研
提
供

微量物質で巧妙な生き方

果実ゆ成熟

茎や根の伸長

切り口の修復

茎や根の伸長

病害に耐える

病虫害に耐える

枝分かれを抑制

茎や根の伸長

花芽をつくる

エチレン

オーキシン

サイトカイニン

ジベレリン

サリチル酸

ジャスモン酸

ストリコラクトン

ブラシノステロイド

フロリゲン

要
な
ホ
ル
モ
ン
で
あ
るこ
と

を
、
理
研
な
ど
の
研
究
チ
l
ム

が
突
き
止
め
た
。
土
壌
の
栄
養

分
が
不
足
し
て
い
る
時
に
根
で

作
ら
れ
、
枝
分
か
れ
を
減
ら
し

て
栄
養
分
を
「節
約
」
す
る
と

同
時
に
、
根
に
共
生
し
て
栄
養

分
を
補
っ
て
く
れ
る
菌
を
地
中

で
呼
び
寄
せ
る
働
き
を
担
っ
て

い
た
。
ス
ト
ラ
イ
ガ
は
、
こ
の

、
仕組
み
を
悪
用
し
て
い
る
の
だ

と
推
定
さ
れ
た
。

多
く
の
研
究
者
が
、
ス
ト
リ

ゴ
ラ
ク
ト
ン
の
機
能
の
解
明
や

制
御
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
一
人
、
東
京
大
の
浅
見
忠
男

制
御
担
う

ン
圃

モ
圃

l
ν
・

ホ
圃

る
圃
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支
圃

を
圃

の
哩

物植
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教
授
は
、
寄
生
植
物
の
一

減
だ
け
で
な
く
、
「
枝

を
増
や
し
た
牧草
を
開

ば
、
モ
ン
ゴ
ル
の草
原
－

羊
の
餌
が
増
え
る
」と一

る
。

新
顔
が
続
々

「植
物
ホ
ル
モ
ン
」
一

物
に
普
遍
的
に
存
在
し
、

が
塩1
粒
分
に
も
満
た
’

微
量
で
生
理
作
用
を
起
｝

内
物
質
だ
。．

5

種
類
が
古
く
かR

れ
、
こ
の
う
ち「ジ
ベ
レ

は
、
風
で
倒
れ
に
く
い
，

開
発
や
、
種
な
し
ブ
ド4

産
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い

「ア
プ
シ
シ
ン
酸
」
は
、

気
孔
を
閉
じ
て
水
分
の
企

防
ぐ
な
ど
、
乾
燥
に
耐
ー

め
の
働
き
を
す
る
。
ア
ザ

農
作
物
ヘ
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季
節
の
移

、
の
活
動
な

」
ン
」
の
研

、
乾
燥
地

ン
で
あ
る
こ
と

｝
の
研
究
チ
1

ム

一
。
土
壌
の
栄
養

』
い
る
時
に
根
で

円
か
れ
を
減
ら
し

．
節
約
」
す
る
と

～共
生
し
て
栄
養

、
れ
る
菌
を
地
中

ω働
き
を
担
っ
て

ノ
イ
ガ
は
、
こ
の

川
し
て
い
る
の
だ

ん
者
が
、
ス
ト
リ

り
機
能
の
解
明
や

阻
ん
で
い
る
。
そ

応
大
の
浅
見
忠
男 教

授
は
、
寄
生
植
物
の
被
害
軽

減
だ
け
で
な
く
、
「
枝
分
か
れ

を
増
や
し
た
牧
草
を
開
発
す
れ

ば
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
な
ど
で

羊
の
餌
が
増
え
る
」
と
期
待
す

る
。

新
顔
が
続
々

「
植
物
ホ
ル
モ
ン
」
は
、
植

物
に
普
遍
的
に
存
在
し
、
重
さ

が
塩l
粒
分
に
も
満
た
な
い
超

微
量
で
生
理
作
用
を
起
こ
す
体

’

内
物
質
だ
。

5

種
類
が
古
く
か
ら
知
ら

れ
、
こ
の
う
ち
「
ジ
ベ
レ
リ
ン
」

は
、
風
で
倒
れ
に
く
い
イ
ネ
の

開
発
や
、
種
な
し
ブ
ド
ウ
の
生

産
な
ど
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
ブ
シ
シ
ン
酸
」
は
、
葉
の

気
孔
を
閉
じ
て
水
分
の
蒸
散
を

防
ぐ
な
ど
、
乾
燥
に
耐
え
る
た

め
の
働
き
を
す
る
。
ア
ブ
シ
シ

植物ホルモンの研究は日本が、強い領
域だ。米クラリベイト・アナリティク
ス（旧トムソンロイタ｝〉社の「論文が
引用される頻度の高い研究者」のリス
トには、毎年多くの日本人が並ぶ。同社
のデータを基にした文部科学省科学技
術・学術政策研究所の分析によると、特
にアブシシン酸やフロリゲンの研究で、
世界をリードしてきた。日本人が発見
や構造の解明などに貢献したホルモン
は数多く、篠崎センター長は「日本は
微量の物質を精製して解析する技術に
たけている」
と胸を張る。
生物学と化
学が融合する
最先端領域で

もある。アブ i
シシン酸の働 よ じ
きの解明で ．、

は、遺伝子レベルの研
究が専門の篠崎夫妻と、たんぱく質の結品構造
のX線分析を手がける田之倉優・東大特任教授
＝写真＝らが連携して、大きな成果を上げた。
田之倉特任教授は「様々な分析技術が進歩し

続けており、植物の体の中の様子がどんどん分
かるようになってきたJ と語る。

精
製
、
解
析
の
技
術
リ
ー
ド
す
る
日
本

ン
酸
を
起
点
に
い
く
つ
も
の
た

ん
ぱ
く
質
が
複
雑
に
働
く
仕
組

み
は
、
ω
年
頃
、
篠
崎
一
雄
・

理
研
環
境
資
源
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
長
と
篠
崎
和
子
・
東
京
大

教
授
の
夫
妻
ら
に
よ
っ
て
急
速

の
応
用
期
待

一
担
う
農
作
物
ヘ
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気孔を閉じて
蒸散を防ぐ

乾燥に耐える

果実の成熟

茎や根の伸長

切り口の修復

茎や根の伸長

病害に耐える

病虫害に耐える

枝分かれを抑制

茎や根の伸長

花芽をつくる

アブシシン酪

エチレン

オーキシン

サイトカイニン

ジベレリン

サリチル酸

ジャスモン酸

ストリコラクトン

ブラシノステロイド

フロリゲン

ストリゴラクトンを少なくしたシロイヌナズナ（左） は、
通常のもの（右）より枝分かれが多い（中央は
浅見教授）＝池谷美帆撮影＝

に
解
明
が
進
ん
だ
。

こ
れ
ら5
種
類
の
ほ
か
に
、

近
年
、
ス
ト
リ
ゴ
ラ
ク
ト
ン
な

ど
新
た
な
仲間
が
次
々
と
見
つ

か
っ
た
。
花
芽
を
つ
く
る
「7

ロ
リ
ゲ
ン」は
サ
イ
ズ
が
大
き

な
た
ん
ぱ
く
質
で
、
も
と
も
と

小
さ
な
分
子
ば
か
り．だっ
た

「
植
物
ホ
ル
モ
ン
」
の
概
念
も

広
が
り
つ
つ
あ
る
。

収
量
3

割
増

機
能
の
解
明
が
一
段
落
し
た

ア
ブ
シ
シ
ン
酸
の
研
究
は
今
、

食
糧
難
に
悩
む
国
々
を
救
う
た

め
の
応
用
へ
と
発
展
し
て
い

る
。
篠
崎
教
授
は
、
関
連
す
る

遺
伝
子
を
操
作
し
て
、
乾
燥
に

強
い
大
豆
を
開
発
。

ブ
ラ
ジ
ル

で
試
験
栽
培
し
た
と
こ
ろ
、
収

量
が
3

割
近
く
増
え
た
晶
種
も

あ
っ
た
と
い
う
。

ア
ブ
シ
シ
ン
酸
の
働
き
を
探

る
研
究
で
は
、
他
に
も
様
々
な

体
内
物
質
が
働
い
て
、
過
酷
な

環
境
に
耐
え
る
性
質
を
も
た
ら

す
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ

れ
を
応
用
し
て
、
小
麦
や
ピ
l

ナ
ツ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
を
低

温
や
乾
燥
に
強
く
す
る
改
良
に

も
、
海
外
の
研
究
者
ら
と
共
同

で
取
り
組
ん
で
き
た
。

農
作
物
の
遺
伝
子
操
作
に
は

不
安
を
抱
く
人
も
少
な
く
な
い

が
、
篠
崎
教
授
は
「
実
際
に
は

安
全
性
の
高
い
技
術
な
の
で
、

理
解
が
深
ま
っ
て
い
け
ば
う
れ

し
い
。
厳
し
い
環
境
で
も
育
つ

上
、
味
も
改
善
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

国際デーで催し

植物は、衣食住をはじ
め私たちの生活に深く関
わっています。 5 月18日
は 「国際植物の日」 。 そ
の前後に各地で開かれる
関連イベントは、植物科
学の大切さや面白さを知
る良い機会になるかもし
れません。 18日のリサー
チフロントでは、 「花咲
かホルモン」 とも呼ばれ
るフロリゲンの研究につ
いて、辻寛之・横浜市立
大准教授に語ってもらい
ます。 （笹本貴子）
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